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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2017-524343(P2017-524343A)
【公表日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2017-033
【出願番号】特願2016-570831(P2016-570831)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/531    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/073    (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ   16/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｌ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/531    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/073    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月1日(2018.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変重鎖
（ＶＨ）ドメインを含む抗体重鎖またはその機能性断片をコードする単離されたポリヌク
レオチドであって、
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　前記ＶＨ　ＣＤＲ１アミノ酸配列は、配列番号２の残基２６～３３；配列番号６の残基
２６～３３；配列番号１０の残基２６～３３；配列番号１４の残基２６～３３；配列番号
１８の残基２６～３３；配列番号２２の残基２６～３３；配列番号２６の残基２６～３３
；配列番号３０の残基２６～３３；配列番号３４の残基２６～３３；配列番号３６の残基
２６～３３；および配列番号４０の残基２６～３３からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ２アミノ酸配列は、配列番号２の残基５１～５８；配列番号６の残基
５１～５８；配列番号１０の残基５１～５８；配列番号１４の残基５１～５８；配列番号
１８の残基５１～５８；配列番号２２の残基５１～５８；配列番号２６の残基５１～５８
；配列番号３０の残基５１～５８；配列番号３４の残基５１～５８；配列番号３６の残基
５１～５８；および配列番号４０の残基５１～５８からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列は、配列番号２の残基９７～１０９；配列番号６の残
基９７～１０９；配列番号１０の残基９７～１０８；配列番号１４の残基９７～１０８；
配列番号１８の残基９７～１０８；配列番号２２の残基９７～１０８；配列番号２６の残
基９７～１０９；配列番号３０の残基９７～１０９；配列番号３４の残基９７～１１０；
配列番号３６の残基９７～１１０；および配列番号４０の残基９７～１０８からなる群か
ら選択される、
単離されたポリヌクレオチド。
【請求項２】
　前記ＶＨドメインが、配列番号２の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７
～１０９；配列番号６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０９；配
列番号１０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１４
の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１８の残基２６
～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２２の残基２６～３３、残
基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２６の残基２６～３３、残基５１～５
８、および残基９７～１０９；配列番号３０の残基２６～３３、残基５１～５８、および
残基９７～１０９；配列番号３４の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～
１１０；配列番号３６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１１０；な
らびに配列番号４０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８からな
る群から選択されるＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２、およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配
列を有する、請求項１に記載の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項３】
　配列番号２；配列番号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；配列番号２２
；配列番号２６；配列番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列番号４０から
なる群から選択されるアミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含む抗体重鎖ま
たはその機能性断片をコードする単離されたポリヌクレオチド。
【請求項４】
　前記ＶＨドメインアミノ酸配列が、配列番号１；配列番号５；配列番号９；配列番号１
３；配列番号１７；配列番号２１；配列番号２５；配列番号２９；配列番号３３；配列番
号３５；および配列番号３９からなる群から選択される核酸配列によりコードされる、請
求項３に記載の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項５】
　ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２およびＶＬ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変軽鎖
（ＶＬ）ドメインを含む抗体軽鎖またはその機能性断片をコードする単離されたポリヌク
レオチドであって、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ１は、配列番号４の残基２７～３７；配列番号８の残基２７～３７；
配列番号１２の残基２７～３８；配列番号１６の残基２７～３８；配列番号２０の残基２
７～３８；配列番号２４の残基２７～３８；配列番号２８の残基２７～３７；配列番号３
２の残基２７～３７；配列番号３８の残基２７～３２；および配列番号４２の残基２７～
３８からなる群から選択され；
　前記ＶＬ　ＣＤＲ２は、配列番号４の残基５５～５７；配列番号８の残基５５～５７；
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配列番号１２の残基５６～５８；配列番号１６の残基５６～５８；配列番号２０の残基５
６～５８；配列番号２４の残基５６～５８；配列番号２８の残基５５～５７；配列番号３
２の残基５５～５７；配列番号３８の残基５０～５２；および配列番号４２の残基５６～
５８からなる群から選択され、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ３は、配列番号４の残基９４～１０２；配列番号８の残基９４～１０
２；配列番号１２の残基９５～１０３；配列番号１６の残基９５～１０３；配列番号２０
の残基９５～１０３；配列番号２４の残基９５～１０３；配列番号２８の残基９４～１０
２；配列番号３２の残基９４～１０２；配列番号３８の残基８９～９７；および配列番号
４２の残基９５～１０３からなる群から選択される、
単離されたポリヌクレオチド。
【請求項６】
　前記ＶＬドメインが、配列番号４の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４
～１０２；配列番号８の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４～１０２；配
列番号１２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号１６
の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２０の残基２７
～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２４の残基２７～３８、残
基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２８の残基２７～３７、残基５５～５
７、および残基９４～１０２；配列番号３２の残基２７～３７、残基５５～５７、および
残基９４～１０２；配列番号３８の残基２７～３２、残基５０～５２、および残基８９～
９７；ならびに配列番号４２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０
３からなる群から選択されるＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２、およびＶＬ　ＣＤＲ３ア
ミノ酸配列を有する、請求項５に記載の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項７】
　配列番号４；配列番号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；配列番号２４
；配列番号２８；配列番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からなる群から選択
されるアミノ酸配列を有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含む抗体軽鎖またはその機能性
断片をコードする単離されたポリヌクレオチド。
【請求項８】
　前記ＶＬドメインアミノ酸配列が、配列番号３；配列番号７；配列番号１１；配列番号
１５；配列番号１９；配列番号２３；配列番号２７；配列番号３１；配列番号３７；およ
び配列番号４１からなる群から選択される核酸配列によりコードされる、請求項７に記載
の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項９】
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、ＶＨ　ＣＤＲ１、Ｖ
Ｈ　ＣＤＲ２およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含
み、
　前記ＶＨ　ＣＤＲ１アミノ酸配列は、配列番号２の残基２６～３３；配列番号６の残基
２６～３３；配列番号１０の残基２６～３３；配列番号１４の残基２６～３３；配列番号
１８の残基２６～３３；配列番号２２の残基２６～３３；配列番号２６の残基２６～３３
；配列番号３０の残基２６～３３；配列番号３４の残基２６～３３；配列番号３６の残基
２６～３３；および配列番号４０の残基２６～３３からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ２アミノ酸配列は、配列番号２の残基５１～５８；配列番号６の残基
５１～５８；配列番号１０の残基５１～５８；配列番号１４の残基５１～５８；配列番号
１８の残基５１～５８；配列番号２２の残基５１～５８；配列番号２６の残基５１～５８
；配列番号３０の残基５１～５８；配列番号３４の残基５１～５８；配列番号３６の残基
５１～５８；および配列番号４０の残基５１～５８からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列は、配列番号２の残基９７～１０９；配列番号６の残
基９７～１０９；配列番号１０の残基９７～１０８；配列番号１４の残基９７～１０８；
配列番号１８の残基９７～１０８；配列番号２２の残基９７～１０８；配列番号２６の残
基９７～１０９；配列番号３０の残基９７～１０９；配列番号３４の残基９７～１１０；
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配列番号３６の残基９７～１１０；および配列番号４０の残基９７～１０８からなる群か
ら選択される、
抗体またはその機能性断片。
【請求項１０】
　前記ＶＨドメインが、配列番号２の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７
～１０９；配列番号６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０９；配
列番号１０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１４
の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１８の残基２６
～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２２の残基２６～３３、残
基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２６の残基２６～３３、残基５１～５
８、および残基９７～１０９；配列番号３０の残基２６～３３、残基５１～５８、および
残基９７～１０９；配列番号３４の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～
１１０；配列番号３６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１１０；な
らびに配列番号４０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８からな
る群から選択されるＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２、およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配
列を有する、請求項９に記載の単離された抗体またはその機能性断片。
【請求項１１】
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、配列番号２；配列番
号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；配列番号２２；配列番号２６；配列
番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列番号４０からなる群から選択される
アミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含む、抗体またはその機能性断片。
【請求項１２】
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、ＶＬ　ＣＤＲ１、Ｖ
Ｌ　ＣＤＲ２およびＶＬ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含
み、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ１は、配列番号４の残基２７～３７；配列番号８の残基２７～３７；
配列番号１２の残基２７～３８；配列番号１６の残基２７～３８；配列番号２０の残基２
７～３８；配列番号２４の残基２７～３８；配列番号２８の残基２７～３７；配列番号３
２の残基２７～３７；配列番号３８の残基２７～３２；および配列番号４２の残基２７～
３８からなる群から選択され；
　前記ＶＬ　ＣＤＲ２は、配列番号４の残基５５～５７；配列番号８の残基５５～５７；
配列番号１２の残基５６～５８；配列番号１６の残基５６～５８；配列番号２０の残基５
６～５８；配列番号２４の残基５６～５８；配列番号２８の残基５５～５７；配列番号３
２の残基５５～５７；配列番号３８の残基５０～５２；および配列番号４２の残基５６～
５８からなる群から選択され、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ３は、配列番号４の残基９４～１０２；配列番号８の残基９４～１０
２；配列番号１２の残基９５～１０３；配列番号１６の残基９５～１０３；配列番号２０
の残基９５～１０３；配列番号２４の残基９５～１０３；配列番号２８の残基９４～１０
２；配列番号３２の残基９４～１０２；配列番号３８の残基８９～９７；および配列番号
４２の残基９５～１０３からなる群から選択される、
抗体またはその機能性断片。
【請求項１３】
　前記ＶＬドメインが、配列番号４の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４
～１０２；配列番号８の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４～１０２；配
列番号１２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号１６
の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２０の残基２７
～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２４の残基２７～３８、残
基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２８の残基２７～３７、残基５５～５
７、および残基９４～１０２；配列番号３２の残基２７～３７、残基５５～５７、および
残基９４～１０２；配列番号３８の残基２７～３２、残基５０～５２、および残基８９～
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９７；ならびに配列番号４２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０
３からなる群から選択されるＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２、およびＶＬ　ＣＤＲ３ア
ミノ酸配列を有する、請求項１２に記載の単離された抗体またはその機能性断片。
【請求項１４】
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、配列番号４；配列番
号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；配列番号２４；配列番号２８；配列
番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含む、抗体またはその機能性断片。
【請求項１５】
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、可変重鎖（ＶＨ）ド
メインおよび可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含み、
　前記ＶＨは、配列番号２；配列番号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；
配列番号２２；配列番号２６；配列番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列
番号４０からなる群から選択され；
　前記ＶＬは、配列番号４；配列番号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；
配列番号２４；配列番号２８；配列番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からな
る群から選択される、
抗体またはその機能性断片。
【請求項１６】
　前記ＶＨドメインおよび前記ＶＬドメインが、それぞれ、配列番号２および配列番号４
；配列番号６および配列番号８；配列番号１０および配列番号１２；配列番号１４および
配列番号１６；配列番号１８および配列番号２０；配列番号２２および配列番号２４；配
列番号２６および配列番号２８；配列番号３０および配列番号３２；配列番号３４および
配列番号３８；配列番号３６および配列番号３８；ならびに配列番号４０および配列番号
４２からなる群からのアミノ酸配列を含む、請求項１５に記載の単離された抗体またはそ
の機能性断片。
【請求項１７】
　前記抗体がヒト抗体である、請求項９から１６までのいずれか一項に記載の単離された
抗体またはその機能断片。
【請求項１８】
　前記抗体機能性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、ｓｃＦＶ、ダイアボディ
、トリアボディ、ミニボディおよび単一ドメイン抗体（ｓｄＡＢ）からなる群から選択さ
れる、請求項９から１６までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその機能性断
片。
【請求項１９】
　前記抗体がモノクローナル抗体である、請求項９から１６までのいずれか一項に記載の
単離された抗体またはその機能性断片。
【請求項２０】
　前記抗体がＩｇＧまたはＩｇＭアイソタイプである、請求項９から１６までのいずれか
一項に記載の単離された抗体またはその機能性断片。
【請求項２１】
　前記ＩｇＧ抗体がＩｇＧ１サブクラスである、請求項２０に記載の単離された抗体また
はその機能性断片。
【請求項２２】
　診断剤、検出可能な薬剤または治療剤とコンジュゲートしているか、または組換えによ
って融合している、請求項９から１６までのいずれか一項に記載の単離された抗体または
その機能性断片を含むコンジュゲート。
【請求項２３】
　検出可能な薬剤を含む、請求項２２に記載のコンジュゲート。
【請求項２４】
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　腫瘍の検出を必要とする対象における腫瘍を検出するための、請求項２３に記載のコン
ジュゲートを含む組成物。
【請求項２５】
　請求項９から１６までのいずれか一項に記載の抗体またはその機能性断片および薬学的
に許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項２６】
　疾患を治療または予防するための、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　前記疾患ががんまたは腫瘍形成であり、前記がんまたは前記腫瘍の細胞がＧＤ２を発現
する、請求項２６に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　前記がんまたは前記腫瘍が、神経芽腫、骨肉腫および肉腫の他のサブセット、メラノー
マ、神経膠腫、小細胞肺がん、乳がん、髄芽腫ならびに星細胞腫からなる群から選択され
る、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　前記乳がんが、乳がん幹細胞を含む、請求項２８に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
　第２の治療剤が、前記医薬組成物と組み合わせて同時にまたは順次投与されることを特
徴とする、請求項２６に記載の医薬組成物。
【請求項３１】
　前記第２の治療剤が化学療法剤または免疫療法剤である、請求項３０に記載の医薬組成
物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
　本出願全体を通して種々の刊行物が参照されている。これらの刊行物の開示は、本発明
が関する技術分野の現状をより詳細に説明するためにそれらの全体がこれによって参照に
より本出願に組み込まれる。本発明は上に提供した実施例を参照して説明されているが、
本発明の趣旨から逸脱することなく種々の改変を行うことができることが理解されるべき
である。
　例えば、本発明の実施形態において以下の項目が提供される。
（項目１）
　ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変重鎖
（ＶＨ）ドメインを含む抗体重鎖またはその機能性断片をコードする単離されたポリヌク
レオチドであって、
　前記ＶＨ　ＣＤＲ１アミノ酸配列は、配列番号２の残基２６～３３；配列番号６の残基
２６～３３；配列番号１０の残基２６～３３；配列番号１４の残基２６～３３；配列番号
１８の残基２６～３３；配列番号２２の残基２６～３３；配列番号２６の残基２６～３３
；配列番号３０の残基２６～３３；配列番号３４の残基２６～３３；配列番号３６の残基
２６～３３；および配列番号４０の残基２６～３３からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ２アミノ酸配列は、配列番号２の残基５１～５８；配列番号６の残基
５１～５８；配列番号１０の残基５１～５８；配列番号１４の残基５１～５８；配列番号
１８の残基５１～５８；配列番号２２の残基５１～５８；配列番号２６の残基５１～５８
；配列番号３０の残基５１～５８；配列番号３４の残基５１～５８；配列番号３６の残基
５１～５８；および配列番号４０の残基５１～５８からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列は、配列番号２の残基９７～１０９；配列番号６の残
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基９７～１０９；配列番号１０の残基９７～１０８；配列番号１４の残基９７～１０８；
配列番号１８の残基９７～１０８；配列番号２２の残基９７～１０８；配列番号２６の残
基９７～１０９；配列番号３０の残基９７～１０９；配列番号３４の残基９７～１１０；
配列番号３６の残基９７～１１０；および配列番号４０の残基９７～１０８からなる群か
ら選択される、
単離されたポリヌクレオチド。
（項目２）
　前記ＶＨドメインが、配列番号２の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７
～１０９；配列番号６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０９；配
列番号１０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１４
の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１８の残基２６
～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２２の残基２６～３３、残
基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２６の残基２６～３３、残基５１～５
８、および残基９７～１０９；配列番号３０の残基２６～３３、残基５１～５８、および
残基９７～１０９；配列番号３４の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～
１１０；配列番号３６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１１０；な
らびに配列番号４０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８からな
る群から選択されるＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２、およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配
列を有する、項目１に記載の単離されたポリヌクレオチド。
（項目３）
　配列番号２；配列番号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；配列番号２２
；配列番号２６；配列番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列番号４０から
なる群から選択されるアミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含む抗体重鎖ま
たはその機能性断片をコードする単離されたポリヌクレオチド。
（項目４）
　前記ＶＨドメインアミノ酸配列が、配列番号１；配列番号５；配列番号９；配列番号１
３；配列番号１７；配列番号２１；配列番号２５；配列番号２９；配列番号３３；配列番
号３５；および配列番号３９からなる群から選択される核酸配列によりコードされる、項
目３に記載の単離されたポリヌクレオチド。
（項目５）
　ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２およびＶＬ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変軽鎖
（ＶＬ）ドメインを含む抗体軽鎖またはその機能性断片をコードする単離されたポリヌク
レオチドであって、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ１は、配列番号４の残基２７～３７；配列番号８の残基２７～３７；
配列番号１２の残基２７～３８；配列番号１６の残基２７～３８；配列番号２０の残基２
７～３８；配列番号２４の残基２７～３８；配列番号２８の残基２７～３７；配列番号３
２の残基２７～３７；配列番号３８の残基２７～３２；および配列番号４２の残基２７～
３８からなる群から選択され；
　前記ＶＬ　ＣＤＲ２は、配列番号４の残基５５～５７；配列番号８の残基５５～５７；
配列番号１２の残基５６～５８；配列番号１６の残基５６～５８；配列番号２０の残基５
６～５８；配列番号２４の残基５６～５８；配列番号２８の残基５５～５７；配列番号３
２の残基５５～５７；配列番号３８の残基５０～５２；および配列番号４２の残基５６～
５８からなる群から選択され、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ３は、配列番号４の残基９４～１０２；配列番号８の残基９４～１０
２；配列番号１２の残基９５～１０３；配列番号１６の残基９５～１０３；配列番号２０
の残基９５～１０３；配列番号２４の残基９５～１０３；配列番号２８の残基９４～１０
２；配列番号３２の残基９４～１０２；配列番号３８の残基８９～９７；および配列番号
４２の残基９５～１０３からなる群から選択される、
単離されたポリヌクレオチド。
（項目６）
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　前記ＶＬドメインが、配列番号４の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４
～１０２；配列番号８の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４～１０２；配
列番号１２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号１６
の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２０の残基２７
～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２４の残基２７～３８、残
基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２８の残基２７～３７、残基５５～５
７、および残基９４～１０２；配列番号３２の残基２７～３７、残基５５～５７、および
残基９４～１０２；配列番号３８の残基２７～３２、残基５０～５２、および残基８９～
９７；ならびに配列番号４２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０
３からなる群から選択されるＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２、およびＶＬ　ＣＤＲ３ア
ミノ酸配列を有する、項目５に記載の単離されたポリヌクレオチド。
（項目７）
　配列番号４；配列番号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；配列番号２４
；配列番号２８；配列番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からなる群から選択
されるアミノ酸配列を有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含む抗体軽鎖またはその機能性
断片をコードする単離されたポリヌクレオチド。
（項目８）
　前記ＶＬドメインアミノ酸配列が、配列番号３；配列番号７；配列番号１１；配列番号
１５；配列番号１９；配列番号２３；配列番号２７；配列番号３１；配列番号３７；およ
び配列番号４１からなる群から選択される核酸配列によりコードされる、項目７に記載の
単離されたポリヌクレオチド。
（項目９）
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、ＶＨ　ＣＤＲ１、Ｖ
Ｈ　ＣＤＲ２およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含
み、
　前記ＶＨ　ＣＤＲ１アミノ酸配列は、配列番号２の残基２６～３３；配列番号６の残基
２６～３３；配列番号１０の残基２６～３３；配列番号１４の残基２６～３３；配列番号
１８の残基２６～３３；配列番号２２の残基２６～３３；配列番号２６の残基２６～３３
；配列番号３０の残基２６～３３；配列番号３４の残基２６～３３；配列番号３６の残基
２６～３３；および配列番号４０の残基２６～３３からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ２アミノ酸配列は、配列番号２の残基５１～５８；配列番号６の残基
５１～５８；配列番号１０の残基５１～５８；配列番号１４の残基５１～５８；配列番号
１８の残基５１～５８；配列番号２２の残基５１～５８；配列番号２６の残基５１～５８
；配列番号３０の残基５１～５８；配列番号３４の残基５１～５８；配列番号３６の残基
５１～５８；および配列番号４０の残基５１～５８からなる群から選択され；
　前記ＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配列は、配列番号２の残基９７～１０９；配列番号６の残
基９７～１０９；配列番号１０の残基９７～１０８；配列番号１４の残基９７～１０８；
配列番号１８の残基９７～１０８；配列番号２２の残基９７～１０８；配列番号２６の残
基９７～１０９；配列番号３０の残基９７～１０９；配列番号３４の残基９７～１１０；
配列番号３６の残基９７～１１０；および配列番号４０の残基９７～１０８からなる群か
ら選択される、
抗体またはその機能性断片。
（項目１０）
　前記ＶＨドメインが、配列番号２の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７
～１０９；配列番号６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０９；配
列番号１０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１４
の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号１８の残基２６
～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２２の残基２６～３３、残
基５１～５８、および残基９７～１０８；配列番号２６の残基２６～３３、残基５１～５
８、および残基９７～１０９；配列番号３０の残基２６～３３、残基５１～５８、および
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残基９７～１０９；配列番号３４の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～
１１０；配列番号３６の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１１０；な
らびに配列番号４０の残基２６～３３、残基５１～５８、および残基９７～１０８からな
る群から選択されるＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２、およびＶＨ　ＣＤＲ３アミノ酸配
列を有する、項目９に記載の単離された抗体またはその機能性断片。
（項目１１）
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、配列番号２；配列番
号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；配列番号２２；配列番号２６；配列
番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列番号４０からなる群から選択される
アミノ酸配列を有する可変重鎖（ＶＨ）ドメインを含む、抗体またはその機能性断片。
（項目１２）
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、ＶＬ　ＣＤＲ１、Ｖ
Ｌ　ＣＤＲ２およびＶＬ　ＣＤＲ３アミノ酸配列を有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含
み、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ１は、配列番号４の残基２７～３７；配列番号８の残基２７～３７；
配列番号１２の残基２７～３８；配列番号１６の残基２７～３８；配列番号２０の残基２
７～３８；配列番号２４の残基２７～３８；配列番号２８の残基２７～３７；配列番号３
２の残基２７～３７；配列番号３８の残基２７～３２；および配列番号４２の残基２７～
３８からなる群から選択され；
　前記ＶＬ　ＣＤＲ２は、配列番号４の残基５５～５７；配列番号８の残基５５～５７；
配列番号１２の残基５６～５８；配列番号１６の残基５６～５８；配列番号２０の残基５
６～５８；配列番号２４の残基５６～５８；配列番号２８の残基５５～５７；配列番号３
２の残基５５～５７；配列番号３８の残基５０～５２；および配列番号４２の残基５６～
５８からなる群から選択され、
　前記ＶＬ　ＣＤＲ３は、配列番号４の残基９４～１０２；配列番号８の残基９４～１０
２；配列番号１２の残基９５～１０３；配列番号１６の残基９５～１０３；配列番号２０
の残基９５～１０３；配列番号２４の残基９５～１０３；配列番号２８の残基９４～１０
２；配列番号３２の残基９４～１０２；配列番号３８の残基８９～９７；および配列番号
４２の残基９５～１０３からなる群から選択される、
抗体またはその機能性断片。
（項目１３）
　前記ＶＬドメインが、配列番号４の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４
～１０２；配列番号８の残基２７～３７、残基５５～５７、および残基９４～１０２；配
列番号１２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号１６
の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２０の残基２７
～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２４の残基２７～３８、残
基５６～５８、および残基９５～１０３；配列番号２８の残基２７～３７、残基５５～５
７、および残基９４～１０２；配列番号３２の残基２７～３７、残基５５～５７、および
残基９４～１０２；配列番号３８の残基２７～３２、残基５０～５２、および残基８９～
９７；ならびに配列番号４２の残基２７～３８、残基５６～５８、および残基９５～１０
３からなる群から選択されるＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２、およびＶＬ　ＣＤＲ３ア
ミノ酸配列を有する、項目１２に記載の単離された抗体またはその機能性断片。
（項目１４）
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、配列番号４；配列番
号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；配列番号２４；配列番号２８；配列
番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からなる群から選択されるアミノ酸配列を
有する可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含む、抗体またはその機能性断片。
（項目１５）
　ＧＤ２に結合する単離された抗体またはその機能性断片であって、可変重鎖（ＶＨ）ド
メインおよび可変軽鎖（ＶＬ）ドメインを含み、
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　前記ＶＨは、配列番号２；配列番号６；配列番号１０；配列番号１４；配列番号１８；
配列番号２２；配列番号２６；配列番号３０；配列番号３４；配列番号３６；および配列
番号４０からなる群から選択され；
　前記ＶＬは、配列番号４；配列番号８；配列番号１２；配列番号１６；配列番号２０；
配列番号２４；配列番号２８；配列番号３２；配列番号３８；および配列番号４２からな
る群から選択される、
抗体またはその機能性断片。
（項目１６）
　前記ＶＨドメインおよび前記ＶＬドメインが、それぞれ、配列番号２および配列番号４
；配列番号６および配列番号８；配列番号１０および配列番号１２；配列番号１４および
配列番号１６；配列番号１８および配列番号２０；配列番号２２および配列番号２４；配
列番号２６および配列番号２８；配列番号３０および配列番号３２；配列番号３４および
配列番号３８；配列番号３６および配列番号３８；ならびに配列番号４０および配列番号
４２からなる群からのアミノ酸配列を含む、項目１５に記載の単離された抗体またはその
機能性断片。
（項目１７）
　前記抗体がヒト抗体である、項目９から１６までのいずれか一項に記載の単離された抗
体またはその機能断片。
（項目１８）
　前記抗体機能性断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、ｓｃＦＶ、ダイアボディ
、トリアボディ、ミニボディおよび単一ドメイン抗体（ｓｄＡＢ）からなる群から選択さ
れる、項目９から１６までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはその機能性断片
。
（項目１９）
　前記抗体がモノクローナル抗体である、項目９から１６までのいずれか一項に記載の単
離された抗体またはその機能性断片。
（項目２０）
　前記抗体がＩｇＧまたはＩｇＭ同位元素である、項目９から１６までのいずれか一項に
記載の単離された抗体またはその機能性断片。
（項目２１）
　前記ＩｇＧ抗体がＩｇＧ１サブクラスである、項目２０に記載の単離された抗体または
その機能性断片。
（項目２２）
　診断剤、検出可能な薬剤または治療剤とコンジュゲートしているか、または組換えによ
って融合している、項目９から１６までのいずれか一項に記載の単離された抗体またはそ
の機能性断片を含むコンジュゲート。
（項目２３）
　検出可能な薬剤を含む、項目２２に記載のコンジュゲート。
（項目２４）
　腫瘍の検出を必要とする対象における腫瘍を検出するための方法であって、前記対象に
項目２３に記載のコンジュゲートの有効量を投与するステップを含む方法。
（項目２５）
　項目９から１６までのいずれか一項に記載の抗体またはその機能性断片および薬学的に
許容される担体を含む医薬組成物。
（項目２６）
　疾患を治療または予防するための方法であって、疾患の治療または予防を必要とする対
象に項目２５に記載の医薬組成物の治療有効量を投与するステップを含む方法。
（項目２７）
　前記疾患ががんまたは腫瘍形成であり、前記がんまたは前記腫瘍の細胞がＧＤ２を発現
する、項目２６に記載の方法。
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（項目２８）
　前記がんまたは前記腫瘍が、神経芽腫、骨肉腫および肉腫の他のサブセット、メラノー
マ、神経膠腫、小細胞肺がん、乳がん、髄芽腫ならびに星細胞腫からなる群から選択され
る、項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　前記乳がんが、乳がん幹細胞を含む、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
　第２の治療剤を同時にまたは順次投与するステップをさらに含む、項目２６に記載の方
法。
（項目３１）
　前記第２の治療剤が化学療法剤または免疫療法剤である、項目３０に記載の方法。


	header
	written-amendment

